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研究目的と意義
新生児（特に早産児）の体温をサーモグラフィーを用いて非接触で連続して測定
し、保育器内での体温収支を計算し、新生児の体温管理を簡単にすることを目標
とします。

●対象となる患者さん

（１）選択基準：在胎週数36週未満で、急性期に保育器を使用する患者
（２）除外基準：先天性奇形を有する患者。

●利用する情報

在胎週数、体重、体温、サーモグラフィーで測定された全身の体温。

●研究方法

上記の内容を研究期間の間に収集し、新生児の体温収支を計算して、保育器内の
どのような状況で体温が上がったり、下がったりするかを予測します。
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